
『盛』◎ああ轟亀魅惑舘野野夕耳ず中線遺事業

農業者や都市住民の皆様からのご依頼を募集中です。

（一財）都市農地活用支援センター

〒101－0032 

東京都千代田区岩本町3－9－13 

岩本町寿共同ビル4F 

電話　03－5823－4830 

FAX　03－5823－4831 

E－mailtosinouti（諭tosinouti．or．iD 

隆センターホームページ 
http：〟www．tosinouti．or．jp／ 

関係協力団体

辺NPO全国農業体験農園協会

紐NPO千葉県市民農園協会

コNPO日本園芸福祉普及協会

ENPO日本セルプセンター

辺（一財）高齢者住宅財団

置（一社）JA共済総合研究所

高齢社会・福祉研究グループ

社会の高齢化・成熟化が進み、国民の意識が多様化する中、都市で暮らす人々の中では「農」のある暮　∃
らしを楽しみたいというニーズが大変高まっています。

全国で広がる農業者や都市住民等の皆さんによる「農」ある暮らしづくりの取組を支援するため、ご依頼；
に応じ、都市農業、福祉コミュニティ、教育、防災、まちづくり等の専門家を派遣し、必要な助言・指導を1

行います。

【テーマの例】

○農業体験農園の開設 ○高齢者施設への園芸療法の導入

○水田を利用した市民イベント

○空き農地を活用したデイサービス

○農家と学校が連携した食青の取り組み

○地域交流機能を取り入れた直売場整備

○マンションの空地を利用した菜園作り ○農を楽しむサービス付き高齢者住宅

○団地周辺の空き農地を活用した生きがい就労 等々

当センター又は関係協力団体のホームページ上の共通バナー（右図）
からアクセスして下さい。

平成25年8月23日（金）～平成26年2月28（金）

本事業は、農林水産省の交付金により「農」のある暮らしづくり支援対策として
実施しています。

r轟JO鼻晰甜
アドパイ号一芸i事徽

義象にス書－＋

最粟、福祉、王らプくり等の専門書を濱i乱．ます。

H25年毎～－H光三厚、農柿水産省の

「農」のある暮らしつぐJ交付金の全国

支援事業として実施します。



「農」のある暮らしづくりアドバイザー派遣事業

1．派遣の対象となる団体等

本事業による専門家派遣の対象となる団体等は、農業者やその団体、地域で活動している住民、企業従業

員やその団体、社会福祉法人、NPO、学校、自治体等です。

※自治体やJA等は、 当センターの都市農地活用 保全アドバイザー制度を活用することもできます。

2．申込方法

専門家派遣を希望する派遣対象団体等は、当センター又は関係協力団体のホームページの「『農』のある暮

らしづくりアドバイザー派遣事業」のバナーからメール又は殿（申請書をダウンロード）で当センター

相談部宛てに専門家派遣を申し込んで下さい。

3．派遣方法等
・派遣対象団体等から専門家派遣依頼の申込があった時、内容等を踏まえて派遣の可否を判断し、都市農業、

福祉・コミュニティ、教育、防災、地域まちづくり等の専門家（当センターに登録している専門家及び協

力団体の推薦を得て選定した専門家）をアドバイザーとして現地に派遣します。
・派遣できない場合はその理由を付してご連絡いたします。

・アドバイザー派遣は、原則として1依頼者（団体）当たり1回とします。

4．依頼者にしていただくこと

・講演、現地指導等を行う会場の手配、準備（PC、プロジェクター等を含む。）をしていただきます。

▲派遣が決定したアドバイザーとの打合わせ（当日準備する資料等）をしていただきます。

・派遣終了後に実績報告書を提出していただきます。

5．費用

アドバイザー派遣に要する経費（謝金■旅費）は当センターが全額負担します。

（派遣実施確認後、当センターからアドバイザーへ直接支払います。）

6．募集期間

平成25年8月23日（金）～平成26年2月28日（金）

7．手続きの流れ

お問い合わせ先 

一般財団法人都市農地活用支援センター　相談部 

電話：03－5823－4830、FAX：03－5823－4831 

E＿mail＝tOSinouti＠tosinouti．or．jpURL＝http：／／www．tosinouti．or．jp／ 

住所＝〒101－0032東京都千代田区岩本町3－9－13岩本町寿共同ビル4F 


